
2023年12月から2025年度にかけて、蒲郡

駅周辺の市街地・竹島ふ頭や竹島ベイパー

クなどの埋立地・そして竹島周辺という3つ

のエリア「蒲郡東港地区」を舞台にして、市民

や事業者が主体となる公民連携によって、

持続性のある魅力あるエリアづくりを実現し

ていくまちプロジェクトが進んでいきます。

これまでの3回のまちプロジェクト会議での

マスタープランにまつわるやりとりを振り返

りながら報告。その後、同日に開催された

竹島園地周辺を舞台にした「あかりの社会

実験」の説明を経て、後半のディスカッション。

参加する市民のみなさんの発表や呼びかけ

の時間もつくり、市民主体の動きも進んでい

きます。
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「蒲郡東港地区 令和 5 年度あかりの社会実 験」開催！

発行：蒲郡市／デザイン：桑田亜由子／撮影（まちプロジェクト会議）：青木遥香

古くから市民や来街者に愛されてきた「竹島園地」の魅力アップに挑戦。危険な暗がりをなくし
安全・安心で、夜間にも訪れたくなる・活動したくなる環境を目指し蒲郡の魅力をさらに磨く試みです。

東港パートナーズメンバーである、照明まちづくりデザイン事務所
LEM空間工房代表の長町志穂さんから、まちプロ会議中にあかり
の社会実験について紹介。会議後には参加いただいたみなさんと
竹島園地まで移動し、あかりの有無で風景がどう変わるかを体感
しました。

当日参加いただいたみなさんには、その場でアンケートにお答え
いただきました。魅力、そして安全面でも、普段よりも魅力的／
安心安全であるという答えが多くを占めました。

市ウェブサイトもどうぞ市ウェブサイトもどうぞ

樹木のライトアップで園地が明るくなりました

竹島橋手すり 間接照明の様子ベンチアートもライトアップ

八百富神社

4
回目

今

回はこちら！

2月23日（金・祝）
18:00〜

3月23日（土）
18:00〜

当日配布した、あかりの社会実験マップ

普段の夜（ライトアップがない状態）と比べて
どのように感じましたか？

安全面では、普段の夜 （ライトアップがない状
態）と比べてどのように感じましたか？
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とても魅力的 魅力を感じない

安心・安全 

アンケート結果
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1 2 3 5

64% 24% 8%
4%

あかりの社会実
験は4月以降も

しばらく続けて
いきます。

是非お越しくだ
さい！



東港地区マスタープランの報告

参加者のみなさんと、こんなやりとりがありました！
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6月1日、2日「ポートタウンまちづくりデイズ」実現に向けて
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＜パフォーマンス空間　スタディ＞

音楽、ダンス、武術、大道芸などのパフォーマンス空間は、演目に合わせた配置で
あること、また、将来の竹島ふ頭空間の使いこなしを踏まえてスタディをしましょう

22m

＜凡　例＞
　　　　　
　　　　　　コンセント　（1箇所につき二口、合計1500W）
　　　　　　全12箇所
　　　　　
　　　　　　テント　飲食・物販　（2.5m x 3.0m）

　　　　　　運営本部

　　　　　　カラーマット　（1枚大きさ１畳、12枚仮置き）

　　　　　　キッチンカー

　　　　　　装飾など　　
0                   50m
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ポートタウンまちづくりデイズ
参考配置図

アピタ出入口 アピタ出入口
生命の海科学館出入口

アピタ前通り　テント仮置き（18張）

科学館前通り　テント仮置き（６張）

竹島ふ頭　テント仮置き（２１張）

まちプロジェクト会議これまでの3回を使って、ステップバイステップで
マスタープランを練り上げてきたやりとりを振り返りながら、改めてパー
トナーズ代表忽那裕樹さんから報告しました。以下の図は、当日スライ
ドで参加者のみなさんにお見せした、マスタープランの一部です。

「オレンジハーバービレッジ」という名前はあくまでと
りあえずの運営側の提案です。ぜひみなさんからのア
イデアも参考にしながら決めていければと思います。

Q5
「オレンジハーバービレッジ」ではなく、「竹島遊
苑」といった名前はどうか？

A

A 水族館のリニューアルが進めば、その周りの広場や竹
島との関係も考え進めていくことができます。

Q4
竹島水族館周辺との関わりはどうなっているのか？

A 議論しながら前向きに進めていきたいと思います。

Q6
被災地に向けたコンテナなどがあったはずだが、
それを仮設的に置いておいては？

A ぜひそうしていきたいと思います。

Q7
一人で参加している人でも横のつながりができる
ようにしてほしい。

このプロジェクトは一気に完成するものではなく、試し
ながら長期的につくり上げていくものと考えています。
できるだけみなさんと協力して前倒しして進めていき
たいと思っています。

Q1
理想の状態になるまでは時間がかかるのですか？

A

A 素敵な提案なので長期的に考えたいですね。いざ試し
てみても一度しか乗らず結局使われなくなっては意味
がありませんので、ぜひ繰り返し活用しましょう。

Q2
フェリーターミナルまでは行かずとも、大島や西浦ま
で行けるような小さな観光船をつくるのはどうか？

A 4月から投資家の方たちにヒアリングをしたり、民間企
業の方にもここに来てもらったりして、徐々に仲間を増
やしていきたいと思っています。

Q3
このような会に市民と行政の方が多く民間経営者
の方が少ないのが少し残念です。

「ポートタウンまちづくりデイズ」参考配置図

後半では、グループに分かれ
て6月1日、2日に開催予定の、
「ポートタウンまちづくりデイ
ズ」に向けた議論を進めてい
きました。現在応募が寄せられ
ている企画数を共有しました。
市民のみなさん有志で進めて
いるプロジェクトの発表があっ
たり、現在進めている企画の
発表があったり、「横のつなが
り」を目指して参加者それぞれ
が話し合う時間となりました。


